
口蓋化・破擦音化

-16世紀の沖縄語について-

多和田　鼻一郎

多和田(2001)同(2002)を受けて、口蓋化・破擦音化(★/td/*/-ita/,/di/,/-ida/)を取り上

げて16世紀の沖縄語の音声・音韻についての考察を深めるO

分析の対象とした資料は、以下のとおりである。用例を示すときには略号を用いることとす

るので、それも合わせて示す。

1) (翻)語音翻訳(1501)　『海東諸国紀』付我のハングル資料　2) (玉〉たまおとんの

ひもん(1501) -仮名資料　　3) (館1琉球館訳語(16也紀前半成立か) - 『華夷訳語』の

一つとしての漢字資料　　　4) (石東)石門之東之碑文(国王頒徳碑) (1522)　仮名資料

5) 1石酉)石門の西のひもん(真珠湊碑文) (1522) -仮名資料　　6) (田1)田名文書第1

早(1523) -仮名資料　　　7) (栄)崇元寺之前克之碑うらの文(1527) -仮名資料　　8)

(おも1) 『おもろさうし』巻- (1531)　仮名資料(1709年11月原本焼失. 1710年7月再編)

9) (使1)陳侃『使琉球録』中のr夷語」 (1534) -漢字資料　　10)田2)田名文書第2

早(1536) -・仮名資料　　11) {田3)田名文書第3号(1537) -・仮名資料　　12)田4)

田名文書第4号(1541) -仮名資料　　13) {かた〉かたはなの碑おもての文(1543) -仮名

資料　　14) {田51田名文書第5号(1545) -仮名資料　　15) {添〉添継御門の南のひ

のもん(1546) -仮名資料　　16) {田6)田名文書第6号(1551) -仮名資料　　17) {や

ら)やらさもりくすくの碑のおもての文(1554) -仮名資料　　18)田7)田名文書第7号

(1560) -仮名資料　　19)使2 )郭汝寮『使琉球録』中の「「夷語」 (1561) -漢字資料　　20」

(田8)田名文番第8号(1562) -仮名資料　　21」 (田9)田名文番第9号(1563) -仮名

資料　　22」 (辛)周鐘　等『音韻字海』中の「附録夷語音釈」「附夷字音釈」 (1572頃) -漢

字資料　　23」 (使3)斎崇業『使琉球録』中の「「夷語」 (1579) -漢字資料　　　24」 (田

10)田名文書第10号(1593) -・仮名資料　　25J t浦〉浦添城の前の碑おもての文(1597)

-仮名資料

漢字資料に関して、その音訳漢字の音価推定のために次の四種の辞書類を参考にする。

・ 『中原音韻』 (1324)

二巻。元の周徳清の編。主に華北・華中の言集に基づいた韻引きの字書である。

・ 『西儒耳目資』 (1626)

イエズス会の宣教師ニコラス・トリゴール(Nicolas Trigault金尼閣)の著したローマ字

表記による韻引きの字書で、明末北方漢語の実態を写す資料とされる0

・ 『東国正韻』 (1447-48)
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朝鮮王朝世宗時代に申叔舟・峯恒・成三間等が王命により編纂した音韻書である。当時の

朝鮮漠字音を反映したものではないとして忌避される傾向にあるが、 15世紀の朝鮮で、その

漢字がどのような(中国)晋を有すると考えられていたかを示すものであって(扱いには慎

重であるべきであるが)、その観点からは有用だと考えられる。

・ 『訓蒙字会』 (1527)

朝鮮王朝中宗の時代に在世珍が著したもので、漢字3360字に発音と意味を書き、子供達に

教えようとした漢字初歩の学習書である。

それぞれの項目について資料ごとに見ていくが、用例が存在しない場合は、その資料には

言及しないこととする(いちいち「用例ナシ」と断ることはしない)0

(1) */ti/

(翻} (1501)

Oci(地) Okhui-ci (口)

ハングルの「t」では現れない。破擦音を示すハングル「cJで表記されている。以下の仮名

資料に一貫して現れる　rち」は、これに準じるものと考えられる。つまり、破擦音化している

と判断される。

(玉} (1501)

○主にふして(地に伏して) ○の互にあらそふ人あらは(後に争ふ人あらば)

(館} (16C前半?)

主な用例は、以下のとおりである。

○姑之(くち、口)　○是生唾的(しちぐわつ、七月)　○埠塁(たち、太刀) ○密基(み

ち、道)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『西儒耳目資』 ・ 『東国正韻』 ・ 『訓蒙字会』におけるr音」とともに一覧表にして

示す。

読 評 字 中 原 音 韻 西 儒 耳 目 資 東 国 正 鵠 訓 蒙 字 会 推 定 音 価

ち 之 t5 サ C h i .,C 1 芝 C i t S i

止 t s i C h̀ i, c h i .,C 1 一班 C i t S i

只 ts j C h i c ir ? ☆ t S i

宅 t sa i `c e ,c e to th A ik t S i

的 t ia i t ie t j〇k 虹 tj o k t i

結 k ie k ie ,k i .h i k j 〇i, ☆ げi ?

負 t S ia i c ie , ca cc ip °ip t S i
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(石酉(1522)

〇五-ねんさしきわ(知念佐敷は) ○かう主のあんし(河内の按司)

(おも1} (1531)

○いつこいの重く兵の命>　○おぎもう主に(御肝内に)

(使1}

主な用例は、以下のとおりであるo

O谷圭(くち、口) ○邸口撤(ちかさ、近) ○草知(たち、太刀)

○密墓(みち、道)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりであるC音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『西儒耳目賢』 ・ 『東国正韻』 ・ 『訓蒙字会』におけるr音」とともに一覧表にして

示す。

読 野 草 中 原 音 韻 西 儒 耳 目 資 東 国 正 韻 訓 蒙 字 会 推 定 音 価

ち 千 t S `ie n ☆ ☆ ☆ げi

之 t s i C h i .,C l 芝 c 上 t S i

止 t s i C `h i ,c h i .(C l 旺 C i t S i

只 t s i C h i c ir ? ☆ t S i

宅 t sa i `C e ,g e t0 , th A ik t S i

即 t S ia l C ie ☆ ☆ t S i

知 X $ i C h i ☆ ☆ t S i

負 t S ia i c ie , ca c c ip °ip t S i

只 t $ サ C h i c ir ? ☆ t S i

知 t s * ☆ ☆ ☆ t S i

(田4} (1541)

〇五くとの(筑殿)

tかた} (1543)

〇五からをそろ- (力を輔-)

(蘇(1546)

〇五やうらう(長老)

(やら　1554)

〇五きやら(力)　〇五はなれて(地は離れて)　○こ主ひら(東風平)

(使2} (1561)

主な用例は、以下のとおりである。

○足連(つち、土)　○密墓(みち、道)

-17-



この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『西儒耳目資』 ・ 『東国正韻』 ・ 『訓蒙字会』における「音」とともに一覧表にして

示す。

琉 醇 中 原 音 韻 西 儒 耳 目 資 一挺M iF.糾 訓 蒙 字 会 推 定 音 価

ち 止 t? i C `h i, c h i .,C l 祉 C i t S i

負 ts ia i c ie , ca cc ip °ip t S i

即 t S ia i e i e ☆ ☆ t S i

其 k `i k i ☆ ☆ げi

宅 t s a i `c e, c e t0 , th A ik t S i

只 t s i Ch i c ir ? ☆ t S i

之 t s i Ch i .,C 1 芝 C i t S i

(字} (1572頃)

主な用例は、以下のとおりである。

○足皇(つち、土) ○密墓(みち、道) ○塑カロ撒(ちかさ、近) ○谷旦(くち、口)

○窟去くくち、口)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『西儒耳目資』 ・ 『東国正鵠』 ・ 『訓蒙字会』における「音」とともに一覧表にして

示す。

抑 字 中 原 音 韻 酉 儒 耳 目 資 東 国 正 鵠 訓 蒙 字 会 推 定 音 価

ち 子 t s i C `h i , c h i . ,C 1 比 C i t S i

止 t s i C `h i , c h i . ,C l 旺 C i t S i

隻 t S i∂i c ie , e a c c i p °i p t S i

即 t S ia i C i e ☆ ☆ t S i

其 k `i k i ☆ ☆ げi

宅 t sa i `c e , c e t 0 , t h A i k t S i

只 t s ! C h i c i r ? ☆ t S i

之 t s i C h i . ,C l 芝 C i t S i

(使3} (1579)

主な用例は、以下のとおりである。

○足生(つち、土) ○密墓(みち、道) ○匙加撤(ちかさ、近) ?拳旦(くち、口)

○窟之(くち、口)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の
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『中原音韻』 I 『西儒耳目資』 ・ 『東国正韻』 ・ 『訓蒙字会』における「音」とともに一覧表にして

示す。

抑 字 中 原 音 韻 西 億 耳 目資 東 国 正 韻 訓 蒙 字 会 推 定 音 価

ち 止 U i C h̀ i, ch i .,C l 址 C i t S i

負 t S ia i c ie , ca c c ip °ip t S i

即 t S ia i c i e ☆ ☆ t S i

其 k `i k i ☆ ☆ げi

宅 t s a a `c e ,<?e t0 , th A ik t s i

只 t s i C h i c ir ? ☆ t S i

之 ts i C h i .,C 1 芝 C i t S i

(捕(1597

〇五はなれそろて(地離れ揃て) ○み皇(追) ○かなそめttoまき(金染め鉢巻)

「はつまき」は「ち」と「つ」との区別が不分明になっていた(あるいは、揺れていた)こ

とを示す例かと思われる。今回は扱わなかったが、用例を検討していくと、 「つ」も似たような

様相を呈していることがわかる。

(2) *./-ita/

(初(1501

Osi-cja (下)　Osi-cja (舌)

(館} (16C前半?)

○阿童(あした、明日)　○乞去(きた、北)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『酉儒耳目資』 ・ 『東国正韻』 ・ 『訓蒙字会』における「音」とともに一覧表にして

示す。

読 好 事 中 原 音 韻 西 儒 耳 目 資 東 国 正 韻 訓 蒙 字 会 推 定 音 価

た 者 げIe Cb e C j a 賭 C ja げa

大 t a , t a i t a , t o , t o ,

t 0 i

t t a , t t a i ,

t h a i , t h o a

☆ ta

「きた」は口蓋化・破擦音化を蒙るはずの音環境にあるのに、そうはなっていない。 ((鰭)

に「琉球語」ではなく) 「日本語」が収録された可能性が高い。以下、同じである。

(使1} (1534)

○乞去(きた、北)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『西儒耳目資』 ・ 『東国正韻』 ・ 『訓蒙字会』における「音」とともに一覧表にして
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示す。

抑 字 中原 音韻 西儒 耳 目資 東 国 正韻 訓蒙 字会 推 定音 価

た 大 ta,ta i t a , t o , to , t o i t ta , t ta i ,

th a i , th o a

☆ ta

tかた(1543)

○い生るまて(到るまで)

(蘇(1546)

○い五里ちやけら-わち- (板門造-はち-)

「いた」が「いちや」と仮名表記された初めての例ではないかと思われる。

ところで、現代語の「板」は[?ita]であって破擦音化していない形となっている。どこかで

再変化が起こったらしい。

(使2　(1561)

〇一塵沙(いたさ、痛さ) ○阿董(あした、明日)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『酉儒耳目資』 ・ 『東国正韻』 ・ 『訓蒙字会』におけるr音」とともに一覧表にして

示す。

薪 好 事 中原 音 韻 西 儒 耳 目資 聴 IM F 訊 訓蒙 字会 推 定 音価

た 借 t s i e c i e, c h a ☆ ch j a げa

者 q Ie c h e c ja C ja d a

(字} (1572頃)

○乞去(きた、北) 〇一位沙(いたさ、痛さ) ○阿童(あした、明日)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『西儒耳目資』 ・ 『東国正韻』. 『訓蒙字会』におけるr音」とともに-覧表にして

示す。

裁 許 字 中 原 音 韻 西 儒 耳 目 資 東 国 正 韻 訓 蒙 字 会 推 定 者 価

た 大 t a , ta i ta , t o, to , t

0 i

t ta , t ta i ,

th a i , t h o a

☆ ta

倍 t s ie c ie , ch a ☆ Ch j a A.a

2 f げle Ch e C ja C ja d-a

(使3} (1579)

〇二位沙(いたさ、痛さ) ○阿童(あした、明日)
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この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『西儒耳目資』 ・ 『東国正鵠』 ・ 『訓蒙字会』における「音」とともに一覧表にして

示す。

i>: if '.' 中 原 音 韻 酉 儒 耳 目資 東 国 正 韻 訓 蒙 字 会 推 定 音 価

た 倍 t s i e c i e ,c h a ☆ c h ja げa

者 げIe C h e C ja C ja げa

(浦} (1597)

○御い皇やわりハ(御労りは)

(3) */di/

(鰭(16C前半?)

主な用例は、以下のとおりである。

○看窒(かぢ、舵)　○宣稿(ぢんかう、沈香)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『西儒耳目資』 ・ 『東国正鵠』 ・ 『訓蒙字会』における「音」とともに一覧表にして

示す。

抑 字 中 原 音 韻 酉 儒 耳 目 資 東 国 正 韻 訓 蒙 字 会 推 定 音 価

ぢ 失 ∫ZO i x e , x i , le .,s i , s ir ? 矢 S i d Z i

ぢ ん 定 t ie n t im tj 〇D , t tj 〇D 碇 tj 〇D d z in , d z in

†石東} (1522)

〇五金丸(拾金丸)

(石酉　1522)

○かきのはな皇(垣花地)

(おも1} (1531)

○てJ蔓めわち- (治めわち-)　○聖よ(八千代)　○は望めいくさ(初め軍)

「はぢめ」の表記は、 「じ」と「ぢ」との区別がなくなっていたことを示すものとして注目さ

れる。

(使1} (1534)

主な用例は、以下のとおりである。

〇着窒(かぢ、舵)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『西健耳目資』 ・ 『東国正　『訓衷字会』における「音」とともに一覧表にして
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示すO

窮好事 中原音韻 酉儒耳目資 東国正韻 訓蒙字会 推定音価

ぢ 失 Jiai xe,xi,le .,si ,sir? 矢 Si 4 i

(田4} (1541)

○せ旦あらとミか(勢治荒富が)

(蘇(1546)

○いちや互やけら-わち- (板門造ら-わち-)　○すゑつきの御室やう(添継ぎの御門)

(やら　1554)

〇五かため(地固め)　○御せ主の(御霊力の)

(使2}

主な用例は、以下のとおりである。

○看去(かぢ、舵)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『西儒耳目資』 ・ 『東国正韻』 ・ 『訓蒙字会』における「音」とともに一覧表にして

示す。

抑 字 中原 音 韻 酉 儒 耳 目資 ーU liiili 訓 蒙 字 会 推 定 音 価

ぢ 失 T ia i xe ,x i, le .,s i , s ir ? 矢 S i d Z i

(田9　(1563)

○せ皇あらとミかひき(勢治荒富が引き)

(使3} (1579)

〇着塞くかぢ、舵)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『酉儒耳目資』 ・ 『東国正韻』 ・ 『訓蒙字会』における「音」とともに一覧表にして

示す。合わせて推定される音価も示すことにする。

窮 好事 中原 音韻 西儒耳目資 東国 il-fJi 訓蒙字会 推定音価

ぢ 失 J ia i xe,xi.le .,si .sir? 矢 S i dZi

(捕(1597

○あ皇- (按司部)　○世のつ主に(世の頂に)

4　*/-ida/

(おも1 (1531)

○せぢ墨か(セヂ高)
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†使1} (1534)

〇分達里(ひだり、左)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『西儒耳目資』 ・ 『東国正韻』 ・ 『訓蒙字会』における「音」とともに一覧表にして

蝣1一寸.:

111i¥ -J " 中 原 音 韻 酉 儒 耳 目資 搬 Ij ll-ffl l 訓 蒙 字 会 推 定 者 価

だ 達 t a t a ,t a th a r ? , t ta r ? 胤 ta r da

この用例からは、以下の(使2日宇目使3)も同じであるが、現代語の「左」 [ci如ji]/hizja'i/

に到る口蓋化・破擦音化の兆しは読み取れない。

仮名資料でも同様のことが窺い知れ、トita」とトida」との口蓋化・破擦音化が必ずしも同

時並行的ではなかったらしいことがわかる。

(蘇(1546)

○御石かきつみ申候あひ生ハ(御石垣積み申候間は)

(使2　(1561)

〇分達里(ひだり、左)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』. 『西儒耳目資』 ・ 『東国正鼠臣『訓蒙字会』におけるr音」とともに一覧表にして

示す。

窮 許 声 中原 音 韻 西 儒 耳 目資 ju m ii-誠 訓 蒙 字 会 推 定 晋 価

だ 達 t a t a , ta t h ar ?, t ta r ? 性ー ta r d a

(字} (1572頃)

〇分達里(ひだり、左)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。音価推定のために、それぞれの音訳字の

『中原音韻』 ・ 『西儒耳目資』 ・ 『東国正韻』 ・ 『訓蒙字会』における「音」とともに一覧表にして

示す。

?r,i? s : 中 原 音 韻 西 儒 耳 目 資 ・K lii il: 訓 蒙 字 会 推 定 音 価

だ 達 t a t a , ta t h a r ?, t t ar ? 閲 t ar d a

(使3} (1579)

〇分達里(ひだり、左)

この項目に相当する音訳字は以下のとおりである。普価推定のために、それぞれの音訳字の
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『中原音韻』 ・ 『酉億耳目資』 ・ 『東国正韻』 ・ 『訓蒙字会』における「音」とともに一覧表にして

示す。

轟 野 草 中 原 音 韻 西 儒 耳 目資 東 国 正 韻 訓 蒙 字 会 推 定 音 価

だ 達 ta t a , ta t h ar ?, t ta r ? 閲 ta r d a

以上をまとめると、以下のようになるO

口蓋化と破擦音化のまとめ(推定される音価)

和 玉 館 石 東 石 西 田 1 月ま
7Jく

お も1 使 1 田 2 田 3 田 4

150 1 150 1 lGC

前半

1522 1522 15 23 152 7 15 31 15 34 1536 1537 154 1

伝 bi 伝,ta, ti.tsi

q i

* bi,qi * * tsu fi ti ,げi * * l* ,lf

1

-ita -itsa * iげa * * 串 * * (jta) * * *

di * 串 血i 血i dd 串 * dri dd * 串 也

・ida * * * 串 * * 串 ・id a .i血 串. * *

か た 田 5 S s 田 6 や ら 田 7 使 2 田 8 田 9 辛 使 3 田 10 捕

15 43 154 5 1546 155 1 1554 1560 156 1 1562 1563 1572

頃

15 79 159 3 1597

也 ta.tfi 串 bi,qi * ta ,tfi * ta ,tfi 串 * ti ts jfi 串 ti ,げi

一ita (.ita) * .ida * * * -ltfa * 串 -id-a iげa * .ida

di * * dd * hi * dd * dri 串 dd 串 dd

蝣ida 串 串 .i血 * 串 * 蝣ida 串 * ・ida id a * *

串は、用例ナシを示す。
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